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平
活
動
報
告
第
２
号
で
予
告
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
通
り
、
紙
幅

の
都
合
で
先
送
り
し
た
「
厚
生
文
教
委
員
会
」
で
の
質
疑
の
概

要
を
冒
頭
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。 

【
主
な
質
疑
の
内
容
】 

○ 

議
第
54
号 

「
三
原
市
乳
幼
児
等
医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
。」 

【
要
旨
】 

乳
幼
児
等
医
療
費
助
成
事
業
の
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
る

た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。
現
在
は
小
学
校
卒
業

ま
で
と
し
て
い
る
対
象
年
齢
を
中
学
校
卒
業
ま
で
に
拡
充
し
、

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
、
子
供
の
健
康
福
祉
の
増
進
を
図
る
な
ど
、
子
育
て
環
境

を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
。
シ
ス
テ
ム
改
修
等
を
行
っ
た

う
え
で
、
本
年
７
月
１
日
か
ら
の
施
行
予
定
。 

問 

数
あ
る
子
育
て
支
援
施
策
の
中
で
対
象
年
齢
の
引

き
上
げ
を
優
先
さ
せ
た
理
由
は
。 

答 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
時
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援
を

望
む
声
が
多
く
、
子
供
の
健
康
増
進
の
た
め
に
も
引
き
上

げ
を
行
っ
た
。 

 

○ 

議
第
55
号 

「
三
原
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」 

【
要
旨
】 

「
消
防
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
」
が
、
平
成
27

年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
小
規
模
な
旅
館
・

ホ
テ
ル
等
に
対
し
、
構
造
や
面
積
に
関
係
な
く
自
動
火
災
報
知

設
備
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。 

問 

今
回
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
対
象
と
な
る
建
物
は
。

ま
た
、
自
動
火
災
報
知
設
備
の
設
置
は
間
に
合
う
の
か
。 

答 

対
象
と
な
る
建
物
は
、
14
事
業
所
、
85
対
象
物
。 

設
置
は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
経
過
措
置
が
あ

る
た
め
、
施
行
か
ら
３
年
以
内
に
設
置
し
て
も
ら
う
こ
と

と
な
る
。 

 

【
採
決
】 

採
決
の
結
果
、
全
員
一
致
提
案
理
由
を
了
と
し
、
原
案
ど
お
り

可
決
し
た
。 

 

【
主
な
質
疑
の
内
容
】 

○ 

議
第
１
２
２
号 

三
原
市
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て 

【
要
旨
】 

対
象
児
童
を
小
学
校
全
学
年
に
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
児
童

ク
ラ
ブ
指
導
員
の
資
格
要
件
等
を
改
め
る
も
の
。 

【
主
な
質
疑
の
内
容
】 

問 

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
対
象
が
拡
充
さ
れ
る
が
、

市
の
受
け
入
れ
態
勢
は
ど
う
か
。 

答 

現
状
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
活
動
ス
ペ
ー
ス
で
、
来
年
度

の
１
年
か
ら
６
年
生
ま
で
の
希
望
児
童
数
に
対
し
、
一
人

当
た
り
の
面
積
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
た
ク
ラ
ブ

か
ら
順
次
対
象
を
拡
大
し
て
い
く
。 

例年になく寒い４月となった今年ですが、皆様におかれましてはいかがおすごしでしょうか。４月１１日に開

催された「白竜湖花火 in大和」の際、花火を待ちきれずに盛り上がる会場内での皆様の笑顔や、打ち上げられた

花火を見て輝く皆様の笑顔を拝見し、長期間におよぶ花火大会の準備に奮闘された皆様の姿を思い浮かべ胸が熱

くなりました。生まれ故郷の大和町に広がった笑顔を、三原市内全域に広げられるよう、今後も微力ながら粉骨

砕身していく所存であります。そのためにも皆様のアイデアを私にお届けくださいますようお願いいたします。 

とくしげ政
まさ

時
とき

 
活動報告 

平成 27 年３月議会報告号（第３号） 

三原市議会議員 

 



とくしげ政時 活動報告 <討議資料> 平成 27年３月議会報告号（第３号） 

2 

 

４
年
生
ま
で
拡
充
す
る
ク
ラ
ブ
が
５
ク
ラ
ブ
、
６
年
生
ま

で
拡
充
す
る
ク
ラ
ブ
を
３
ク
ラ
ブ
予
定
し
て
い
る
。 

問 
運
営
時
間
に
つ
い
て
、
開
所
時
間
の
８
時
を
さ
ら
に

早
め
、
終
了
時
間
を
19
時
ま
で
に
で
き
な
い
か
と
い
う

保
護
者
の
声
を
聞
く
が
、
延
長
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
か
。 

答 

引
き
続
き
子
ど
も
子
育
て
会
議
で
協
議
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
は
、
児
童
数
や
余
裕
教
室
の
状
況
、

保
護
者
の
方
の
ニ
ー
ズ
を
ふ
ま
え
て
、
早
急
に
全
ク
ラ
ブ

の
対
象
学
年
の
拡
充
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。 

【
採
決
】 議

第
１
２
０
号
ほ
か
９
件
に
つ
い
て
、
全
員
一
致
、
提

案
理
由
を
了
と
し
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。 

 

 

○ 

請
願
審
査
26
第
１
号 

現
在
の
船
木
小
・
南
方
小
を
存
続
し
、
統
合
は
、
北
方

小
学
校
と
船
木
小
学
校
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
を

審
査
。 

【
委
員
の
意
見
交
換
】 

説
明
責
任
に
つ
い
て
、
反
省
す
べ
き
点
は
あ
る
が
、
す
で
に

平
成
26
年
６
月
議
会
に
お
い
て
現
行
案
で
の
増
改
築
事
業
の

予
算
が
可
決
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
あ
る
程
度
住
民
合
意

は
得
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。 

ま
た
、
現
在
、
統
合
校
に 

向
け
子
供
達
の
交
流
等
準
備
も

進
ん
で
お
り
、
今
後
も
、
地
域
の
方
々
の
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
計
画
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
を
加
え

た
う
え
で
、
不
採
択
の
立
場
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。 

【
討
論
・
採
決
】 

採
択
の
立
場
で
、
請
願
の
趣
旨
を
受
け
止
め
て
２
校
統
合
の

も
う
一
度
基
本
に
戻
っ
て
住
民
の
み
な
さ
ん
と
柔
軟
な
対
応

を
し
て
統
合
に
関
す
る
考
え
方
を
合
意
と
納
得
の
う
え
で
進

め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

【
採
決
】 

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
、
本
請
願
は
不
採
択

と
な
っ
た
。 

 

厚
生
文
教
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
１
月
29
日
静
岡
県
掛

川
市
、
30
日
静
岡
県
藤
枝
市
へ
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

【
静
岡
県
藤
枝
市
】 

○ 

「
健
康
ス
ポ
ッ
ト
20
選
・
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
に
つ

い
て
」 

○ 

「
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」 

基
本
健
康
診
査
か
ら
特
定
健
康
診
査
に
移
行
す
る
際
、
住
民

情
報
と
健
（
検
）
診
シ
ス
テ
ム
を
連
動
し
て
い
る
。
特
定
健
診

の
案
内
は
、
地
区
ご
と
に
受
診
日
を
指
定
し
て
送
付
し
、
送
迎

バ
ス
を
用
意
し
て
近
所
の
人
と
一
緒
に
行
く
こ
と
を
行
動
づ

け
た
。
未
受
診
者
に
は
、
再
通
知
を
年
２
回
に
分
け
て
発
送
し

て
い
る
。
市
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
保
健
委
員
（
９
２
６
人
）
を
通

じ
て
健
診
受
診
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

静岡県掛川市 

平成２７年１月２９日 

 厚生文教委員会名簿 

（定数９人，現員８人） 

委員長 高木武子 

副委員長 徳重政時 

委員 平本英司、萩由美子 

 新元昭、岡本純祥 

 荒井静彦、寺田元子 
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２
月
16
日
島
根
県
浜
田
市
、
２
月
17
日
山
口
県
萩
市
へ
会
派

視
察
を
行
い
ま
し
た
。 

【
島
根
県
浜
田
市
】 

様
々
な
手
続
き
な
ど
で
市
役
所
に
足
を
運
ば
れ
た
際
、
ど
の

部
署
に
行
く
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
中
に
は
俗
に
言
う

「
た
ら
い
回
し
」
に
会
わ
れ
た
り
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る 

 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、
来
庁
さ
れ
た
住
民
の
皆
様
を
適

切
な
部
署
に
案
内
す
る
た
め
の
「
総
合
案
内
」
と
呼
ば
れ
る
窓

口
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
我

が
三
原
市
に
も
導
入
し
、
来
庁
さ
れ
た
皆
様
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
考
え
か
ら
、
私
の
所
属
し
て
お

り
ま
す
「
新
生
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
隣
接
す
る
島
根
県
浜
田
市
と

山
口
県
萩
市
に
出
向
き
、
総
合
案
内
の
運
用
状
況
な
ど
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。 

 

両
市
の
職
員
の
方
か
ら
会
議

室
で
説
明
を
受
け
た
り
、
実
際

に
ロ
ビ
ー
に
出
向
い
て
「
総
合

窓
口
」
の
業
務
を
拝
見
し
な
が

ら
説
明
を
受
け
た
り
い
た
し
ま

し
た
。 

今
回
の
２
日
間
の
視
察
を
実

り
あ
る
も
の
と
し
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
を
図
っ
て
い

く
所
存
で
す
。

静岡県藤枝市 

平成２７年１月２９日 

 厚生文教委員会の審議内容 

保健福祉部、福祉事務所、 

生活環境部、教育委員会、 

消防本部 に属すること。 

島根県浜田市 

平成２７年２月１６日 

山口県萩市 

平成２７年２月１７日 
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平
成
27
年
４
月
24
日
（
金
） 

於 

三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ロ 

 

合
併
か
ら
10
周
年
を
迎
え
た
今
年
、
様
々
な
記
念
事
業
が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
一
つ
で
、
未
来
の
三
原
市
の
担
い
手
と
な
る
子
供
た
ち

に
大
人
に
な
る
た
め
の
自
覚
を
持
た
せ
る
た
め
の
、
市
内
の
全

中
学
一
年
生
を
対
象
に
し
た
「
大
人
へ
の
入
門
式
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
子
供
た
ち
を
見
守
る
た
め
に
参
加
い
た
し
ま

し
た
。 

 

市
内
の
12
の
中
学
校
か
ら
９
５
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

 

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
名
誉
教
授
の
的
川
泰
宣
さ
ん
の

講
演
。 

 

市
内
の
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
グ
ル
ー
プ
「
リ
チ
ェ
ル

カ
ー
レ
」
の
皆
様
に
よ
る
演
奏
。 

 

小
中
学
校
の
学
校
図
書
館
司
書
の
方
に
よ
る
推
薦
図
書
の

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
、
立
派
な
大
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。 

         

平
成
27
年
４
月
29
日
（
祝
） 

於 

三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
ポ
ポ
ロ 

 

三
原
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典
に
参
列
い
た
し
ま
し
た
。 

 

市
長
挨
拶
に
始
ま
り
、
三
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
の
日
向
ひ
ま

わ
り
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
談
。 

続
い
て
は
、
市
内
７
団
体
に
よ
る
郷
土
芸
能
の
披
露
や
、「
そ

れ
行
け
カ
ー
プ
」
で
お
馴
染
み
の
南
一
誠
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
で
、
盛
大
に
合
併
10
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
１
０
１
７
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
三
原

市
公
式
ユ
ル
き
ゃ
ら
「
や
っ
さ
だ
る
マ
ン
」
も
披
露
さ
れ
、
会

場
を
賑
わ
せ
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
様
、
運
営
を
担
当
さ
れ
た
皆
様
、
お
疲
れ
様

で
し
た
。

 

 

～ とくしげ政時 後援会入会の御案内 ～ 

 後援会規約 

１. この会は「とくしげ政時後援会」と称します。 

２. この会は、とくしげ政時の政治活動を支援し、

合わせて、会員相互の親睦と協力を促進するこ

とを目的とします。 

３. この会は目的達成のため、研修会・後援会・出

版物の発行などの活動を行います。 

４. この会に必要な経費は、会費・寄付金などの収

入によってまかないます。 

 連絡先 

電話番号：0848－62－5804（ファックス兼） 

～ 

編 

集 

後 

記 

～ 

 

私
が
三
原
市
議
会
に
議
席
を
い
た
だ
い
て
か
ら
早
２
年
。

４
年
の
任
期
も
後
半
に
入
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
結
果
の
求

め
ら
れ
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
三
原
に
活
力
を
取
り
戻
す

た
め
、
２
年
後
の
三
原
城
築
城
４
５
０
年
を
き
っ
か
け
に
し

て
我
が
三
原
市
全
体
に
観
光
客
の
皆
様
を
呼
び
込
め
る
よ

う
、
私
た
ち
市
議
会
議
員
も
行
政
や
関
係
諸
団
体
の
皆
様
と

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
観
光
地
と
し
て
古
く
か
ら

全
国
的
な
知
名
度
を
誇
る
尾
道
市
、
花
め
ぐ
り
や
果
物
狩
り

で
賑
わ
う
世
羅
町
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
マ
ッ
サ

ン
」
で
新
た
な
観
光
地
と
な
り
つ
つ
あ
る
竹
原
市
。
そ
れ
ら

の
自
治
体
に
囲
ま
れ
た
我
が
三
原
市
が
観
光
地
と
し
て
の
潜

在
能
力
を
大
い
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
も
皆
様
の
声
を
参
考
に
議
員
活
動
に
励
み
ま
す
。 

三
原
市
合
併
１０
周
年
記
念
式
典 

やっさだるマン 

平
成
２７
年
度
大
人
へ
の
入
門
式 


